
2026年度入試　生物（2月 11日実施）解答
　計算問題の解答は、途中経過等を省略しています。
　一義的な解答が示せない問題については、解答例または出題の意図を掲載しました。

〔Ⅰ〕

１ ア 基質レベル イ マトリックス ウ 乳酸
２ い ３ ろ ３ は ２ に ４ ほ ６
３ １） 受動輸送 ２） ｆ
４ １） ｃ ２） フィードバック調節
５ 前半 ２ 後半 ４
６ 選択的透過性 ７ NADH，FADH2

８

１） 膜間腔

２）

Ｄ Ｎ Ｐ を 作 用 さ せ て も 、 酸 素 を 消 費 す る 電 子

伝 達 系 は 働 く が 、 Ｈ ＋ の 濃 度 勾 配 が な く な る
た め 、 そ れ を エ ネ ル ギ ー 源 と す る Ａ Ｔ Ｐ 合 成
酵 素 が 働 け な く な る か ら 。

３）

ｃ
理由 ど ち ら も Ａ Ｔ Ｐ の エ ネ ル ギ ー を 使 っ て イ

オ ン を 輸 送 す る 。

９ ａ，ｃ，ｄ 10 ＮＡＤ＋

〔Ⅱ〕

１ ア 桑実 イ 尾芽

２
卵 割 で は 、 Ｄ Ｎ Ａ の 複 製 と 染 色 体 の 分 配 が 連
続 し て お こ り 、 細 胞 周 期 の Ｇ １ 期 と Ｇ ２ 期 を
欠 く こ と が あ る か ら 。

３

１）
ウ 微小管 エ 表層回転
オ 灰色三日月環 カ 前後

２） 母性因子

３）
デ ィ シ ェ ベ ル ド は 、 β カ テ ニ ン を 分 解 す る 酵

素 の 機 能 を 抑 制 す る 。

４

１）

Ａ と Ｂ を 、 タ ン パ ク 質 が 通 過 で き る 小 さ な 穴

の 空 い た フ ィ ル タ ー を 挟 ん で 培 養 し 、 Ａ で 中

胚 葉 誘 導 が 起 こ る こ と を 示 す 。

２）実験２ ｄ 実験３ ａ ３） カドヘリン

４）

５） 5 -̓ ＣＡＡＧＣＣＡＵ -3ʼ
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〔Ⅲ〕

１
ア 視床下部 イ 受容体 ウ アドレナリン
エ 肝門脈 オ グリコーゲン カ 樹状突起

２ エキソサイトーシス ３ ｄ
４ 原尿中にある水の大部分が再吸収されるため

５
シュワン細胞の核

軸索

髄鞘

６
髄鞘が電気的な絶縁体として働くため、興奮がランビエ絞輪から隣のランビエ絞輪へと
跳躍伝導することにより、有髄神経繊維の伝導速度の方が速くなる。

７
１） 全か無かの法則
２）Ａ ６ Ｂ ９ ３） ｂ

８ 記号 ｃ 名称 塩化物 イオン

〔Ⅳ〕

１ ア 対立 イ 分子

２
１） 標識再捕法 ２） ｄ

３）暗 色 型 個 体 の 方 が 再 捕 獲 率 が 高 い 。

３

１） ａ，ｂ

２）

真 核 生 物 の 遺 伝 子 塩 基 配 列 の う ち 、 転 写 は さ

れ る が ス プ ラ イ シ ン グ に よ り 除 去 さ れ 、 成 熟

ｍ Ｒ Ｎ Ａ に は 残 ら な い 部 分 。

４ １） 0.86 ２） ｆ

５

１） ＳＮＰ ２） 欠失

３）

正誤 場合

（ａ） ◯ １塩基置換により元と同じアミノ酸を指定するコドンができた。
（ｂ） ◯ １塩基置換により元と異なるアミノ酸を指定するコドンができた。
（ｃ） ×

（ｄ） ×

（ｅ） ◯ １塩基置換により終止コドンができた。
（ｆ） ×

６

細 胞 周 期 の 制 御 は 生 物 に と っ て 極 め て 重 要 な
機 能 で あ り 、 ア ミ ノ 酸 配 列 が わ ず か に 変 化 し
た 場 合 で も 成 長 や 生 殖 に 大 き な 影 響 が 出 て し
ま う 可 能 性 が 高 い た め 。


